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行
事
関
係
 

12月4日（火）13：30～ 
● 新設法人説明会 法人会館4F 
 
12月5日（水）14：00～ 
● 経営セミナー 大田区産業プラザ6F 
 
12月5日（水）18：30～ 
● 特別第6ブロック税務研修会 大田区産業プラザ4F 
 
12月6日（木）14：00～ 
● 金融セミナー 大田区産業プラザ6F 
 
12月6日（木）16：30～ 
● 女性部会健康セミナー 丸の内タニタ食堂 
 
12月7日（金）13：30～ 
● 決算法人説明会 蒲田税務署 
 
12月11日（火）14：00～ 
● 法人税講座 法人会館4F

行
事
関
係
 

会
議
関
係
 

12月13日（木）14：00～ 
● パソコン講習会① 法人会館4F 
 
12月14日（金）14：00～ 
● パソコン講習会② 法人会館4F 
 
12月3日（月）16：00～ 
■ 正副会長会 法人会館4F 
 
12月3日（月）17：00～ 
■ 支部組織再編プロジェクト会議 法人会館4F 
 
12月6日（木）13：30～ 
■ 女性部会役員会 大丸東京 
 
12月11日（火）16：30～ 
■ 青年部会役員会 法人会館6F 
 
12月14日（金）16：00～ 
■ 広報委員会 法人会館6F

● 法人会全国大会（北海道釧路） 

● 税務ニュース 

● 都税だより 

● 法人会コーナー   

 ◆青年部会・女性部会合同研修会 
 ◆青年部会・イブニングセミナー 
 ◆親睦チャリティーゴルフ大会 

……1～2 

……………………………3 

………………………………4 

……………………5～7

 ◆西糀谷バス研修会 

● 大田の工匠100人 

● 会計を経営判断の指針とせよ 

● Take Five／宮下裕行 

● 私のすすめる店／読者のひろば 

● デスクサイド／新入会員紹介 

　10月21日の日曜日に、京急蒲田駅の高架化が完成し、3階ホームがお披露目されま
した。 
　駅自体はまだ工事中の様子ですが、羽田線が国道を遮断することなく、踏切もす
べて無くなりました。 
　私は当日、偶然川崎方面にいくために3階ホームで電車を待ちました。 
　ホームにはカメラをもった鉄道マニ
アの人たちが写真片手に動きまわって
いました。 
　私も、日を改めてスケッチブック抱
え、新しいホームを描いてきました。 ご希望の方は蒲田法人会事務局までお越しください。 

大田区蒲田5－40－1　法人ビル5階（大田区役所前） 

※数に限りがありますのでお早めにお越しください。 

2013年版 2013年版 



1 ●法人かまた 

     　
遅
き
に
失
し
た
感
は
あ
る
が
、
と

に
も
か
く
に
も
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
が
実
現
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

我
が
国
は
少
子
高
齢
化
が
先
進
国
で

最
速
の
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
る
一

方
で
、
財
政
が
先
進
国
で
突
出
し
て

悪
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
社
会
保
障

の
「
給
付
」
と
「
負
担
」
の
ギ
ャ
ッ

プ
拡
大
を
反
映
し
た
図
式
で
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
社
会
保
障
制
度
の
維

持
も
財
政
の
健
全
化
も
で
き
な
い
こ

と
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
。
 

　
成
立
し
た
一
体
改
革
関
連
法
は
、

消
費
税
の
税
率
を
二
〇
一
四
年
四
月

に
八
％
、
十
五
年
十
月
に
十
％
へ
引

き
上
げ
る
こ
と
が
柱
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
よ
り
ギ
ャ
ッ
プ
が
完
全
に
埋
ま
 

　
十
月
十
一
日（
木
）全
法
連
主
催
北
海
道
主
管
の
第
二
十
九
回
法
人

会
全
国
大
会
が
釧
路
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
千
九
百
名
の
参
加
者

を
得
て
開
催
さ
れ
た
。
 

　
第
一
部
の
記
念
講
演
は
、慶
応
義
塾
大
学
教
授
の
片
山
善
博
氏
を

迎
え
「
地
方
の
再
生
と
日
本
の
将
来
」
と
題
し
て
講
演
。
 

　
第
二
部
の
式
典
の
部
は
池
田
全
法
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、平
成
二

十
五
年
度
税
制
改
正
提
言
の
報
告
、大
会
宣
言
、税
制
改
正
に
関
す

る
ス
ロ
ー
ガ
ン
等
が
採
択
さ
れ
た
。
 

待
っ
た
な
し
。
国
・
地
方
と
も
聖
域
な
き
行
財
政
改
革

の
断
行
を
！
　
活
力
あ
る
経
済
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

抜
本
的
な
税
制
改
革
を
！
 

予
算
の
迅
速
な
執
行
な
ど
、万
全
な
体
制
に
よ
り
被
災

地
の
早
期
復
興
を
！
 

所
得
税
は
広
く
薄
く
負
担
を
求
め
、努
力
し
た
人
が
報

わ
れ
る
税
制
の
構
築
を
！
 

わ
が
国
企
業
の
国
際
競
争
力
確
保
の
た
め
に
も
、さ
ら

な
る
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
を
！
 

地
域
の
活
性
化
・
雇
用
確
保
に
資
す
る
た
め
に
も
、欧

米
並
み
の
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
を
！
 

増
税
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、徹
底
し
た
歳
出
削
減

の
実
施
を
！
 

地
方
分
権
の
推
進
の
た
め
、三
位
一
体
改
革
の
更
な
る
徹

底
を
！
 

年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て
改
革
を
断
行
し
、持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を
！
 

﹇

総

論

﹈ 

  ﹇
震
災
復
興
﹈ 

 ﹇
所
得
税
﹈ 

 ﹇
法
人
税
﹈ 

 ﹇
事
業
承
継
税
制
﹈ 

 ﹇
消
費
税
﹈ 

 ﹇
地
方
税
関
係
﹈ 

 ﹇
そ
の
他
﹈ 

第29回 （北海道釧路） 
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社
会
保
障
と
税
の
 

一
体
改
革
と
今
後
の
あ
り
方
 



●法人かまた 2

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ギ
ャ
ッ
プ
の

拡
大
ス
ピ
ー
ド
に
一
定
の
歯
止
め
を

か
け
る
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
社
会
保
障
制
度
と
財

政
が
持
続
可
能
で
な
け
れ
ば
、
将
来

不
安
か
ら
消
費
や
企
業
マ
イ
ン
ド
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
成
長
の
下
押
し

圧
力
と
な
る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
我
が
国

経
済
に
と
っ
て
も
今
回
の
一
体
改
革

関
連
法
成
立
は
プ
ラ
ス
に
働
く
と
受

け
止
め
た
い
。
 

　
た
だ
、
一
体
改
革
関
連
法
に
は
依

然
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
存
在

し
て
お
り
、
こ
れ
で
持
続
可
能
な
社

会
保
障
制
度
の
確
立
と
財
政
健
全
化

が
達
成
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
肝

心
な
の
は
今
後
の
改
革
の
あ
り
方
で

あ
る
。
 

     　
長
引
く
デ
フ
レ
と
欧
州
債
務
危
機

に
よ
り
世
界
経
済
が
低
迷
す
る
な
か
、

政
府
は
今
年
七
月
に
「
日
本
再
生
戦

略
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
に
は

十
一
の
成
長
戦
略
の
柱
と
三
十
八
の

重
点
施
策
、
そ
の
改
革
工
程
表
が
示

さ
れ
、
一
体
改
革
関
連
法
に
も
盛
り

込
ま
れ
た
「
名
目
三
％
、
実
質
二
％

の
成
長
」
を
目
指
す
と
い
う
。
 

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
も
成
長
戦
略

が
策
定
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
成
果
は
極
め
て
曖
昧
で
あ
る
。

再
生
戦
略
を
絵
に
描
い
た
餅
に
し
な

い
た
め
に
は
、
も
は
や
実
行
以
外
に

な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
効
果
を
明
確

に
す
る
に
は
、
民
間
企
業
で
は
広
く

採
用
さ
れ
て
い
る
「
P
D
C
A
（
計

画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
）
サ
イ
ク

ル
」
の
手
法
を
取
り
入
れ
、
政
策
遂

行
の
過
程
と
成
果
を
数
値
化
し
て
検

証
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

　
ま
た
、
悪
化
し
た
財
政
の
中
で
は
、

い
か
に
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
経
済
の

活
力
を
引
き
出
す
か
が
重
要
で
あ
る
。

特
に
、
成
長
分
野
と
位
置
付
け
ら
れ

る
医
療
や
農
業
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
で
の
大
胆
な
規
制
改
革
が
求
め

ら
れ
る
。
同
時
に
原
発
事
故
が
も
た

ら
し
た
電
力
供
給
不
安
は
早
期
に
解

消
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

　
税
制
面
で
は
企
業
が
将
来
に
向
け

て
活
力
を
維
持
し
、
雇
用
確
保
な
ど

の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
整
備
が
必
要
で
あ

り
、
特
に
地
域
経
済
を
担
う
中
小
企

業
の
活
性
化
に
資
す
る
税
制
措
置
は

か
か
せ
な
い
。
 

     　
わ
が
国
の
行
財
政
シ
ス
テ
ム
は
中

央
集
権
的
で
あ
り
、
す
で
に
行
財
政

面
の
非
効
率
化
の
み
な
ら
ず
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
も
阻
害
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
地
方

分
権
は
必
然
的
流
れ
で
あ
る
が
、
そ

の
際
に
は
ま
ず
国
と
地
方
の
役
割
分

担
を
明
確
化
し
、
税
財
政
や
行
政
の

あ
り
方
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

　
国
と
地
方
は
行
政
を
担
う
「
車
の

両
輪
」
で
あ
り
、
一
方
だ
け
に
負
担

を
偏
ら
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
国
の
財
政
が
地
方
よ
り
は
る

か
に
悪
化
し
て
い
る
現
状
を
考
え
れ

ば
、
い
か
に
地
方
が
国
依
存
か
ら
脱

却
し
、
自
立
・
自
助
の
体
質
を
つ
く

り
あ
げ
る
か
が
重
要
で
あ
る
。
 

　
こ
う
し
た
中
で
、
今
回
の
消
費
税

増
税
で
は
地
方
消
費
税
の
引
き
上
げ

率
が
国
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
。
地
方

自
治
体
の
首
長
、
地
方
公
務
員
、
そ

し
て
地
方
議
員
は
こ
の
こ
と
を
深
く

認
識
し
、
自
ら
身
を
削
っ
て
住
民
に

理
解
を
求
め
る
責
務
が
あ
る
と
考
え

る
。
 

     　
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
つ
い
て

は
、
一
定
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も

の
の
、
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で

い
な
い
。
予
算
を
迅
速
に
執
行
す
る

と
と
も
に
、
被
災
地
に
お
け
る
企
業

の
定
着
、
他
地
域
か
ら
の
企
業
誘
致

の
促
進
、
雇
用
確
保
の
観
点
な
ど
か

ら
、
原
発
の
対
応
を
含
め
て
、
引
き

続
き
適
切
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
よ

う
求
め
る
。
 

     １
・
環
境
問
題
に
対
す
る
税
制
上
の

対
応
 

２
・
納
税
環
境
の
整
備
 

３
・
租
税
教
育
の
充
実
 

 　
紙
面
の
都
合
上
一
部
掲
載
。
詳
細

は
全
国
法
人
会
総
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
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経
済
活
性
化
と
 

中
小
企
業
対
策
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国
と
地
方
の
あ
り
方
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【お問い合わせ】　土地が所在する区にある都税事務所 

【お問い合わせ先】 
主税局総務部総務課相談広報係　電話03（5388）2924

6月にお送りした納付書により、12月27日（木）までにお納めください。 
①　金融機関※1・郵便局・都税事務所・都税支所・支庁の窓口 
②　口座振替※2 
③　コンビニエンスストア※3 
 
 
 
 
④　金融機関※1・郵便局の　　(ペイジー)対応のATM、インターネットバンキング、モバイルバンキング※4

※1 
※2 
※3 
※4

一部、都税の取扱いをしていない金融機関があります。 
お申込方法等の詳細は、主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520）へお問い合わせください。 
納付書１枚あたりの合計金額が30万円までの納付書（バーコードがあるもの）に限ります。 
○　　（ペイジーマーク）の入っている都税の納付書に限ります。 
○領収証書は発行されません。領収証書が必要な方は、金融機関等の窓口またはコンビニエンスストアでご納付ください。
　なお、都では独自に、「都税納税確認書」を発行しておりますので、ご希望の方は各都税事務所までご連絡ください。 
○新規にインターネットバンキングやモバイルバンキングをご利用する方は、事前に金融機関へのお申込みが必要です。 
〇システムの保守点検作業のため、一時的にご利用できない場合があります。 

固定資産税・都市計画税の納付には、安心便利な口座振替をご利用ください。 
お申込みは、口座振替を開始しようとする月の前月の10日までに、口座振替依頼書（ハガキ式又はダウン
ロード様式）に必要事項を記入の上、郵送していただくか、預（貯）金通帳、通帳届出印、納税通知書をご
持参のうえ、金融機関または郵便局の窓口でお手続きください（1月10日までにお申込みいただくと、固定
資産税・都市計画税第４期分から口座振替をご利用いただけます。）。　　　　　 

〈口座振替のお問い合わせ先〉主税局徴収部納税推進課口座振替係（03-5912-7520） 

一画地における非住宅用地（商業ビルや店舗の敷地、駐車場、更地（住宅建設予定地）など）の面
積が400㎡以下であるもののうち、200㎡までの部分。 
※ただし、個人又は資本金等の額が１億円以下の法人が所有するものに限ります。 

　小規模非住宅用地の減免申請の期限は、平成24年12月28日（金）です。該当する方はお早めに申請してください。 
　なお、前年度に減免を受けた方で用途を変更していない方は、新たに申請する必要はありません。 

23区内に小規模非住宅用地をお持ちの方へ 

～小規模非住宅用地に対する固定資産税・都市計画税（23区内）の減免を受けるためには、申請が必要です～ 

減免の対象 

固定資産税及び都市計画税の税額の2割 減免の割合 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

・・・ 

〈利用可能なコンビ二エンスストア〉 
くらしハウス　ココストア　コミュニティ・ストア　サークルＫ　サンクス　スリーエイト　スリーエフ　生活彩家
　セブン-イレブン　デイリーヤマザキ　ファミリーマート　ポプラ　ミニストップ　ヤマザキデイリーストアー　ロ
ーソン　MMK設置店（コンビニ以外の店舗を含む。ただし、無人端末は除く。） 
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十
月
十
一
日
（
木
）
午
後
四
時
よ

り
、
プ
ラ
ザ
ア
ペ
ア
に
お
い
て
第
二

十
三
回
青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同

研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
は
じ
め
に
青
年
部
会
小
田
川
部
会
長

よ
り
挨
拶
、
七
月
の
人
事
異
動
で
ご
着

任
さ
れ
ま
し
た
蒲
田
税
務
署
菊
池
忠
良

署
長
を
は
じ
め
署
幹
部
の
方
々
が
ご
臨

席
さ
れ
、
参
加
者
は
四
十
名
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
今
回
は
菊
池
署
長
に
講
師
を
お
願
い

し
、
「
趣
味
に
学
ぶ
」
と
題
し
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
冒
頭
で
電
子
申
告
の
利
便
性
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
さ
れ
た
後
に
、
出
身
地

で
あ
る
岩
手
県
江
刺
区
（
現
奥
州
市
）

の
名
産
品
で
あ
る
江
刺
金
礼
米
や
江
刺

り
ん
ご
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
特

に
江
刺
り
ん
ご
は
有
名
で
、
初
競
り
の

際
に
は
日
本
一
の
高
値
が
つ
け
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
本
題
の
「
趣
味
に
学
ぶ
」

に
お
い
て
は
、
中
学
の
こ
ろ
か
ら
始
め

た
剣
道
を
今
も
続
け
て
お
り
、
蒲
田
署

に
着
任
す
る
ま
で
は
、
週
二
回
の
稽
古

を
欠
か
さ
ず
に
行
っ
て
い
た
と
の
こ
と
。

し
か
し
、
現
在
は
業
務
多
忙
の
た
め
、

週
一
回
の
稽
古
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
が
、
何
事
も
継
続
す
る
こ
と
が
大
事

と
の
こ
と

で
し
た
。
 

　
指
導
者
に
恵

ま
れ
、
特
に
三
つ
の
教
え
を

重
ん
じ
て
お
ら
れ
、
 

①
「
剣
道
で
き
る
幸
せ
」
 

②
「
〇
・
五
段
」
 

③
「
打
っ
て
反
省
、
打
た
れ
て
感
謝
」
 

そ
れ
ぞ
れ
意
味
は
あ
る
も
の
の
一
番
大

切
な
こ
と
は
、
仕
事
、
家
庭
、
遊
び
（
趣

味
）
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
と
の
こ
と
。
 

　
そ
し
て
指
導
者
と
し
て
人
に
は
チ
ャ

ン
ス
を
与
え
、
物
事
は
常
に
教
え
る
の

で
は
な
く
考
え
さ
せ
、
自
発
的
行
動
が

見
ら
れ
た
時
に
は
率
先
し
て
教
え
る
こ

と
で
人
は
伸
び
る
と
、
指
導
者
と
し
て

の
極
意
も
話
さ
れ
ま
し
た
。
 

「
皆
さ
ん
は
優
れ
た
技
術
を
お
持
ち
で

す
の
で
、
自
信
を
も
っ
て
事
業
継
続
に

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励
さ
れ

講
演
は
終
了
。
 

　
最
後
に
女
性
部
会
村
岡
部
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

〈
青
年
部
会
副
部
会
長
 

　
川
合
裕
幸
　
記
〉
 

今
年
度
第
3
回
目
はS

uica

開
発
者
の
お
話
で
す
！
 

青 年 部 会 

第
23
回
　
青
年
部
会
・
女
性
部
会
合
同
研
修
会
 

講
師
：
蒲
田
税
務
署
　
菊
池
忠
良
署
長 

　
青
年
部
会
の
第
三
回
イ
ブ
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
十
月
十
九
日
、

本
会
の
下
丸
子
4
支
部
の
相
澤

支
部
長
の
ご
紹
介
で
、
講
師
に

元
J
R
東
日
本
情
報
シ
ス
テ
ム

の
S
E
、
大
山
正
氏
を
お
招
き

し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
 

　
大
山
さ
ん
は
元
J
R
東
日
本

でSuica

の
開
発
を
さ
れ
た
方
で

す
。
 

　
た
だ
、
旧
国
鉄
に
入
社
さ
れ

た
動
機
は
蒸
気
機
関
車
に
憧
れ

て
の
、
今
で
い
う
“
鉄
ち
ゃ
ん
”

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
 

　
ま
ず
は
機
関
助
士
時
代
に
ご
自
身
で

撮
影
さ
れ
た
ビ
デ
オ
を
流
し
な
が
ら
、

カ
マ
焚
き
の
微
妙
な
塩
梅
や
機
関
車
の

種
類
等
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
続
い
てSuica

開
発
の
経
緯
を
、
お

客
様
の
利
便
性
向
上
や
裏
が
黒
い
磁
器

切
符
の
一
般
化
、
経
費
削
減
等
に
つ
い

て
具
体
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
カ
ー
ド
に
は
履
歴
が
残
っ
て
お
り
「
ピ

ッ
」
と
近
づ
け
た
時
に
0.2
秒
で
情
報
の

や
り
と
り
が
完
了
す
る
と
い
う
こ
と
、

非
接
触
だ
が
カ
ー
ド
に
は
ア
ン
テ
ナ
が

あ
っ
て
そ
こ
で
電
気
を
も
ら
い
つ
つ
情

報
の
や
り
と
り
を
す
る
の
で
、
素
早
い

認
識
が
可
能
と
な
る
こ
と
な
ど
が
わ
か

り
ま
し
た
。
 

　
私
鉄
相
互
の
料
金
精
算
に
つ
い
て
は
、

私
鉄
のPA

SM
O

と
精
算
す
る
法
人
を

作
り
、
ル
ー
ル
を
作
っ
て
相
互
利
用
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
や
、
四
社
ま
で
ま

た
が
っ
て
も
精
算
が
可
能
な
こ
と
な
ど

を
聞
き
つ
つ
、
現
在
の
相
互
乗
り
入
れ

状
況
を
考
え
る
とPA

SM
O

と
の
協
調

は
絶
対
必
要
だ
っ
た
と
一
昔
前
を
思
い

つ
つ
聞
い
て
お
り
ま
し
た
。
 

　
軽
食
時
も
、
当
日
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

さ
れ
た
同
僚
だ
っ
た
方
（
？
）
や
J
R

の
後
輩
の
方
と
も
会
話
が
弾
み
、
も
ち

ろ
ん
質
疑
応
答
も
S
L
か
ら
I
C
チ
ッ

プ
の
話
ま
で
幅
広
く
お
話
し
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
 

　
こ
の
機
会
で
な
け
れ
ば
聴
く
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
 

〈
部
会
長
　
小
田
川
幸
生
　
記
〉
 

S
L
の
カ
マ
焚
き
が
 

Suica

シ
ス
テ
ム
開
発
の
Ｓ
Ｅ
に
…
 

S
L
の
カ
マ
焚
き
が
 

Suica

シ
ス
テ
ム
開
発
の
Ｓ
Ｅ
に
…
 

講師の大山正氏 
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大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰③ 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰③ 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰③ 

〒146－0093　大田区矢口2－13－6　TEL:03－3750－2622  FAX:03－3750－2653松下工業株式会社 

自
動
端
子
イ
ン
サ
ー
ト
成
形
【
経
験
年
数
38
年
】
 

猪
又
　
豊
 

フープ端子を使用した自動インサート成形（プレス端子を成形機に自動で挿入して、樹脂と金属端子を一体化する製造方法）の分野を得意
とし、精密金型の設計・製作から射出成形までを一貫して行っている。この技術を用いて、第3回「大田の工匠」である塚田勉氏とともに、
曲線も可能なLED照明基盤を開発。よりよい製品に向けて、絶えず課題に取り組む姿勢をもつ。 
●受賞コメント：ありがとうございます。長いだけが取柄でコツコツと続けて参りましたが、私が受賞とは全く思って居りませんでした。出来る事なら「次世代の人達にも伝え 
　　　　　　　　たい技術」です。 

「大田の工匠100人」パンフレットより抜粋 

23年度 

当会会員7名の方が表彰されました。3回にわたりご紹介いたします。 

　
十
月
四
日
（
木
）
佐
倉
C
C
に
お

い
て
第
十
三
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
五
十

一
名
が
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、
新

ペ
リ
ア
方
式
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
 

　
プ
レ
ー
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、

渡
　
会
長
の
挨

拶
、
中
井
元
蒲
田

税
務
署
長
の
乾
杯

で
ス
タ
ー
ト
。
会

心
の
一
打
や
反
省

等
々
歓
談
の
盛
り
上
が
る
中
、
表
彰

式
に
移
り
茂
田
相
談
役
の
閉
会
の
こ

と
ば
で
お
開
き
と
な
っ
た
。
 

　
今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
一
〇

七
、
〇
〇
〇
円
は
大
田
区
を
通
じ
て

東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
寄
付
い
た

し
ま
し
た
。
 

　
募
金
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

順位 

OUT

IN

GROSS

NET

HDCP

優勝 

40

42

82

71.2

10.8

準優勝 

36

38

74

71.6

2.4

3位 

37

42

79

71.8

7.2

永
井 

新
一 

酒
匂 

洋
治 

茂
田 

富
造 

氏  

名 

成　　績 

優勝の永井新一さん 

10/4　佐倉カントリー倶楽部 10/4　佐倉カントリー倶楽部 
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大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰③ 大田区モノづくり優秀技能者（大田の工匠100人）表彰③ 

10/4　佐倉カントリー倶楽部 
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最
近
の
為
替
相
場
で
は
、
１
米
ド

ル
が
70
円
台
に
ま
で
、
１
ユ
ー
ロ
は

100
円
台
、
と
な
っ
て
い
て
数
年
前
と

は
隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
と
き
に
は
一
般
に
、
輸

出
業
者
の
方
は
泣
き
、
輸
入
業
者
の

方
に
は
笑
い
が
、
と
も
い
わ
れ
ま
す

が
実
際
に
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
に
割
り

切
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
現
実
の
個
々

の
状
況
に
よ
っ
て
何
か
と
頭
を
悩
ま

す
問
題
も
出
て
く
る
よ
う
で
す
。
こ

ん
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
 

  　
精
密
工
具
類
の
製
造
販
売
業
者
の

社
長
さ
ん
で
す
。
周
り
の
方
の
お
話

で
は
、
こ
の
方
「
自
社
製
品
に
は
絶

対
の
自
信
が
あ
る
」
と
の
気
概
を
お

持
ち
で
、
確
か
に
そ
の
商
品
の
信
頼

性
も
非
常
に
高
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
 

　
そ
の
方
と
お
話
し
を
す
る
機
会
が

あ
り
、
そ
の
時
の
ご
質
問
で
す
。
 

　
「
今
度
ド
イ
ツ
か
ら
新
し
い
機
械

を
購
入
す
る
予
定
で
す
が
、
契
約
時

に
あ
る
程
度
の
金
額
を
前
払
い
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
こ
の
場

合
、
そ
の
機
械
を
取
得
し
た
と
き
の

処
理
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
で
し
た
。
 

　
良
い
も
の
を
造
る
に
は
、
そ
れ
に

見
合
う
も
の
に
よ
り
造
る
、
こ
れ
が

そ
の
方
の
信
念
だ
そ
う
で
す
。
た
だ

そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
す
る
い
ろ
い
ろ

な
問
題
は
、
そ
の
方
に
と
っ
て
心
配

の
種
に
な
っ
て
い
る
の
も
間
違
い
の

な
い
事
実
で
し
た
。
 

　
そ
の
方
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
例
え

ば
50
万
ユ
ー
ロ
で
機
械
の
購
入
契
約

を
し
て
、
そ
の
う
ち
10
万
ユ
ー
ロ
を

前
渡
金
で
相
手
方
に
払
い
、
機
械
の

取
得
時
に
40
万
ユ
ー
ロ
を
支
払
っ
た

と
き
の
処
理
で
す
。
 

　
仮
に
、
そ
の
10
万
ユ
ー
ロ
の
支
払

時
の
為
替
相
場
が
1
ユ
ー
ロ
120
円
だ

と
す
る
と
、
円
に
よ
る
支
払
額
は
①

12
百
万
円
（
120
円
×
10
万
ユ
ー
ロ
）

と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
40
万
ユ
ー

ロ
の
支
払
時
が
100
円
で
あ
れ
ば
、
円

で
の
支
払
額
は
②
40
百
万
円
（
100
円

×
40
万
ユ
ー
ロ
）
に
な
り
ま
す
。
実

際
に
機
械
の
取
得
に
要
し
た
金
額
を

円
に
換
算
し
ま
す
と
③
52
百
万
円
（
①

＋
②
）
で
す
。
 

　
で
す
が
、
機
械
の
取
得
時
に
お
け

る
レ
ー
ト
は
１
ユ
ー
ロ
100
円
で
す
の

で
、
そ
の
時
点
で
機
械
の
価
額
を
円

に
換
算
し
ま
す
と
④
50
百
万
円
（
100

円
×
50
万
ユ
ー
ロ
）
と
な
り
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
円
で
実
際
に
支
払

っ
た
金
額
と
の
差
額
２
百
万
円
（
③

―
④
）
は
、
機
械
の
価
値
が
下
が
っ

た
も
の
と
で
も
し
て
為
替
差
損
で
処

理
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
と
い
う

ご
質
問
で
し
た
。
 

  　
税
法
の
考
え
方
か
ら
し
ま
す
と
、

物
の
引
渡
し
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る

費
用
は
、
そ
の
「
引
渡
し
が
あ
っ
た

日
」
に
お
け
る
金
額
で
計
上
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
則
に

よ
れ
ば
、
先
の
例
で
は
、
機
械
を
取

得
し
た
と
き
の
価
額
は
、
そ
の
時
点

の
レ
ー
ト
で
円
換
算
し
ま
す
の
で
50

百
万
円
に
な
り
ま
す
。
 

　
で
は
、
こ
の
機
械
の
取
得
価
額
は

50
百
万
円
と
し
、
現
実
に
支
払
っ
た

金
額
と
の
差
額
2
百
万
円
は
や
は
り

為
替
差
損
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
 

　
こ
れ
に
つ
い
て
の
税
務
上
の
取
扱

い
は
、
こ
の
機
械
の
取
得
価
額
は
支

払
っ
た
金
額
52
百
万
円
で
資
産
に
計

上
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
そ
の
趣
旨
は
、
前
渡
金
は
将
来
の

品
物
の
取
得
等
の
た
め
に
支
払
を
す

る
も
の
で
、
そ
れ
が
取
引
の
条
件
と

さ
れ
て
い
る
以
上
、
そ
の
支
払
行
為

自
体
は
そ
れ
で
完
了
し
て
お
り
そ
の

円
建
て
の
金
額
も
確
定
し
て
い
る
と

し
、
そ
の
取
引
が
完
結
し
た
場
合
に

は
こ
の
前
渡
金
を
品
物
の
取
得
等
費

用
に
振
り
替
え
れ
ば
済
む
、
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
 

　
こ
の
お
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

社
長
さ
ん
「
そ
れ
が
合
理
的
で
す
か

ね
」
と
お
っ
し
ゃ
り
初
め
て
笑
顔
を

み
せ
ら
れ
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
お

顔
は
す
ぐ
に
真
顔
に
戻
り
「
来
年
も

円
高
傾
向
は
続
く
の
で
し
ょ
う
ね

え
・
・
・
」
と
、
企
業
の
ト
ッ
プ
の

顔
で
来
る
べ
き
年
を
見
据
え
ら
れ
て

い
た
の
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
 

宮下 裕行 
（みやしたひろゆき） 

【著者略歴】愛知県名古屋市出身。中
央大学法学部卒業後、東京国税局調

査部、国税広報室広報係長、資料調査課主査、同国際調査専門官、同
総括主査、保土ヶ谷税務署副署長、特別国税調査官等を経て、現在、
税理士。東京地方税理士会税法研究所研究員（法人税担当） 
【主要著作】「新時代の法人税調査の着眼点」、「最新法人税調査の
傾向と対策」、「その時どうする実務家のための法人税」（いずれも（財）
大蔵財務協会）「国税速報」、「週刊税のしるべ」（いずれも（財）大
蔵財務協会）、「月刊税理」、「旬刊速報税理」（いずれもぎょうせい）
等にも執筆 

前
渡
金
の
振
替
え
 

前
渡
金
の
振
替
え
 

為
替
相
場
の
変
動
で
大
変
 

為
替
相
場
の
変
動
で
大
変
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中国料理東明春 
■　場　　所：大田区蒲田本町1－3－8第一キクヤビル1F 
■　電　　話：03－3735－5575 
■　営業時間：11：30～14：30　17：00～22：00 
■　定 休 日：月曜日（祝日の場合は翌日休み） 

　
中
華
料
理
は
、

日
本
人
に
合
う
よ

う
に
ア
レ
ン
ジ
さ

れ
た
大
衆
料
理
を

指
し
、
中
国
本
来

の
料
理
は
、
中
国

料
理
と
呼
ぶ
。
 

　
蒲
田
に
あ
る
本

格
中
国
料
理
東
明

春
、
新
鮮
な
食
材

に
こ
だ
わ
っ
て
い
て
、
何
を
食
べ
て
も
は
ず
れ
が

無
い
。
 

　
と
く
に
、
お
す
す
め
は
身
体
に
い
い
新
鮮
な
野

菜
を
使
っ
た
、
エ
ビ
の
野
菜
塩
炒
め
、
そ
れ
に
蟹

の
淡
雪
チ
ャ
ー
ハ
ン
。
 

　
お
酒
も
店
内
に

置
い
て
あ
る
お
酒

す
べ
て
が
飲
み
放

題
メ
ニ
ュ
ー
の
対

象
で
す
。
 

　
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
 

〈
藤
本
慎
誠
　
記
〉
 

東京都水道局● 
蒲田郵便局● 

池上線 

多摩川線 

空港線 

●蒲田税務署 
●大田区蒲田地域庁舎 

ココ 

環状八号線  

蒲
田
駅

 
京
急
蒲
田
駅
 

●大田区役所 

HPより「蟹の淡雪チャーハン」 
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法 人 か ま た  

◆支部名 

中央南1 

中央南2 

蒲田本町 

西蒲田8丁目 

西口商店街 

西六郷2丁目 

南六郷1丁目 

北糀谷 

下丸子3 

矢口6 

管　外 

　〃 

◆法人名 

㈱長商事 

㈱守半聰本舗 

東明春 

日機舶用サービス㈱ 

㈱コクミン 

㈱武原製作所 

リンカ工業㈱ 

㈱マナカ 

㈲ティディエムエステート管理 

Ｃ･Ｃ･Ｏコンサルティング㈱ 

㈱水信ブルックス 

ＵＮＤリスクマネジメント㈱ 

◆住所 

蒲田4-40-5-202 

蒲田5-46-8 

蒲田本町1-3-8 

西蒲田8-22-2 

西五反田7-22-17 

西六郷2-45-2 

南六郷1-11-11 

北糀谷2-15-17 

下丸子3-14-1 

幸区小向西町4-114 

西区北幸1-11-1 

渋谷区渋谷3-5-1-702

◆業種 

解体工事業 

海苔、お茶 

飲食業 

船用部品卸売 

ドラッグストア 

製造業 

金属製造業 

スクラップ非鉄金属屑回収業 

不動産 

会計・税務に係るコンサルティング業務 

飲食業 

保険代理店 

新入会員の皆さまです 平成24年9月～10月（支部順） 

　
今
年
七
月
十
日
、
横
浜

に
原
鉄
道
博
物
館
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
 

　
鉄
道
模
型
マ
ニ
ア
の
私

は
オ
ー
プ
ン
当
初
は
混
雑

し
て
い
る
と
の
事
で
、
様

子
を
見
て
お
り
ま
し
た
が
、

落
ち
着
い
た
頃
と
お
も
い

家
内
を
誘
い
こ
の
程
行
っ

て
き
ま
し
た
。
 

　
メ
イ
ン
の
巨
大
な
レ
イ

ア
ウ
ト
「
い
ち
ば
ん
テ
ツ

モ
パ
ー
ク
」
は
、
レ
ー
ル

幅
四
十
五
mm
の

一
番
ゲ
ー
ジ
が

欧
州
の
町
並
み

を
走
り
ま
す
。
 

　
一
般
的
な
鉄

道
模
型
は
加
工

し
や
す
い
真

鍮
、
ブ
リ
キ
等

の
素
材
が
用
い

ら
れ
て
い
ま
す

が
、
原
氏
の
鉄
道
模
型
は

本
物
の
鉄
道
車
両
を
忠
実

に
再
現
し
て
い
ま
す
。
電

気
は
架
線
か
ら
と
り
、
鉄

の
レ
ー
ル
を
鉄
の
車
輪
で

走
行
。
レ
ー
ル
の
継
ぎ
目

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
音
は
す
ご

い
迫
力
。
 

　
全
体
を
見
渡
せ
る
観
覧

席
か
ら
の
世
界
最
大
級
の

レ
イ
ア
ウ
ト
や
、
横
浜
の

今
昔
を
再
現
し
た
横
浜
ジ

オ
ラ
マ
（
H
O
ゲ
ー
ジ
）
、

原
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
膨

大
な
模
型
の
数
々
は
一
見

の
価
値
あ
り
。
 

　
マ
ニ
ア
は
勿
論
、
マ
ニ

ア
で
な
い
方
も
本
物
の
街

を
本
物
の
車
両
が
走
る
よ

う
な
情
景
を
楽
し
め
る
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。
 

〈
I
・
H
〉
 

写
真
・
ロ
ゴ
は
H
P
よ
り
 

平
成
25
年
度
 

税
制
改
正
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

平
成
25
年
度
 

税
制
改
正
に
関
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

基
本
的
な
課
題
 

基
本
的
な
課
題
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法人会 

推 進 運 動  推 進 運 動  

法人会 

お 願 い  

法人名、代表者・住所・電話番号等の変

更がございましたら蒲田法人会事務局ま

でご連絡をお願い致します。 

電話 3734－7300

公益社団法人 蒲田法人会 事務局までご連絡ください。 お申込み、お問い合わせは 

郵便局の簡易保険を法人会の団体扱いにすれば保険料が割引になります。 

保険料のお支払いは口座引き落としのため手間がかかりません。 

法人会員ならではの団体割引のメリットをご案内いたします。 

ぜひ、皆様のご利用をお待ちしております。 

よろしくね！ 

1.　蒲田法人会会員であること 

2.　保険契約者名が代表取締役または取締役であること 
　  ※監査役は含まれません、履歴事項全部証明書の提出が必要です 

3.　保険契約が平成19年9月30日以前になされたもの 

対
象
と
な
る
契
約
 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

お手持ちの簡易保険の証券をご確認ください 

郵便局の簡易保険ご利用の経営者の皆様へ 

TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 
TEL. 3734－7300 
【担当】　久留宮・田久保 



（
会
員
の
購
読
料
は
会
費
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に
含
ま
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て
い
ま
す
。
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